特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年8月29日423号
●里山農園便り　9月1日（土）　午前9時から秋野菜の種まきを実施　小雨決行です

里山農園が開業して早くも1年が経過しました。この一年は試行錯誤何を実行するにもどの様な結果になるのか判らず、経験者の助言を頼りに耕作を続けてきました。猪被害が大きいとは聞いていたものの、実際にサツマイモ畑が襲撃され全滅するのを目の前にして、大慌てで金網を張り巡らせ防御に大わらわ、まさにドロナワそのものでした。そして大根等8種類の種をまき、キクナやホウレンソウ、ミズナ、ミブナ、ニンジンが見ごとに育ち。市民文化祭や府環境フエスタ等で販売ができました。その後イノシシの被害の心配することなく、春夏野菜の茄子やキュウリ、ジャガイモ、マンガンジ、トーガラシなどの収穫ができました。間も無くサツマイモの収穫時期を迎えます。
里山農園がある谷合はどこに田圃や通路があるのかわからない3mもある雑草が生い茂る状態でした。しかし岡本さんが粘り強く刈り取っていただき、かなり広い農地が実現しました。地主の大村さんから自由に耕作してもいいとの快諾を戴きました。広い農地が実現しましたが、放棄すると元の木阿弥です。水稲栽培には水が不足しますので、野菜作りだろうと思いますが、いっしょに耕作を希望される方を求めています。里山農園の運営に名乗り出ていただける方を求めています。ご連絡下さい、お待ちしております。

●木津川ワークショップ　9月2日（日）午前9時　山城大橋下　右岸　10時30分　中部住民センターに移動

３回目に当る今回は里山の会顧問の小川力也先生と共にイタセンパラが生息していたワンドを訪ね現地の模様を確認して、意見を出し合っていく予定です。木津川は淀川水系で自然の中で最後までイタセンパラが確認されていました。復活させるには最適地であると思っています。しかし、木津川の姿は大きく変化して砂州の減少や水路の移動、そして最大の課題が河床低下の進行です。難題だと思われます。これらはイタセンパラの復活に欠かせない課題ですが、木津川流域に関わる人々にとって広く共通する問題です。また宇治川や淀川の景色は自然の姿がうしなわれつつあり、人の手が加わり川の面白さなどが減少し、巨大な水路化しているように見えます。放置すれば木津川も自然豊かな景色が人工の作りものになってしまいかねません。今回のワークショップでは天然記念物のイタセンパラの復活への取り組みを広げる契機にしながら、部分をしっかり観察して、さらに広く木津川を理解できる初歩になればと思います。是非多くの方々のご参加をお待ちしています。
●地域で考えよう防災171人の申し込みを受ける。59年前の山城大水害が発生し多数の死者が出る大事故があった。災害は忘れたころにやってくるとはよく言ったもので、東北大地震と大津波被害は、それを語っている、加えて東京電力福島原子力発電所の事故はそれに追い打ちをかけた。そして8月14日の宇治市や山城一帯での局所集中豪雨は、山城大水害を思い出させる死者が発生する事態となった。こうした背景もあって、「地域で考えよう防災」はこれまでとは少し違った臨場感が漂うものとなった。また暑さも35度を連日上回る猛暑の中でのとりくみとなった。主催者として熱中症の発生に神経をとがらせた。幸いにも救急車の出動を要請することも無く無事終了できた。取り組みを振り返ってみると、申し込みの受け付けを含む前日準備では、国交省による協力が大助かりでした。名簿の作成は大変時間がかかって、往復はがきへの記入をして参加許可の返信などきめ細かな作業を助けていただいた。又熱中症対策としての日影の確保(テントやミスト)の配備に特段の配慮を戴いた。これらは偉大な効果を発揮してくれて本当にありがたかった。また業者の皆さんによる会場設営は暑い風の無いグランドでの作業を良くこなしていただきご奮闘戴いた。前日準備では悪条件の下での作業を進めていただいたので安心して当日を迎えることが出来ました。またイベント修了後の設営物の撤去もかなり手早く短時間内に進めていただき、グランド整備ではトンボを歩いて引き続けて整備ただいたことに本当に頭が下がりました。今回のとりくみ全部を通じてこれまでにない悪条件のもとでしたが、関係者のいとわない協力によって無事終了することができました。感謝！感謝!!です。　

●2012年度第2回理事会は8月28日(火)午後2時から5時まで3時間京田辺市中部住民センターで理事80％の出席率で開催されました。2012年度中間報告として83％の会費納入率や、会員数250人の維持等組織の基礎の部分で昨年実績よりも確立されていることが報告されました。その他議論ではホームページの会員サロンの充実を目指すべきで、9人は少ないのではないかと指摘しがあった。発足初期から活動してきたが、バトンタッチできる若手がなかなか見つからない、比較的若い年齢層を迎えなければ作業量が増えて体力的に持たないといった意見がありました。女性理事を迎えるよう努力しましょうと言った発言もありました。何といっても8月末のこの時期で会費納入率８３％は凄い成果だという評価がありました。報告にあったが250人会員の維持ができていることは素晴らしいと評価される意見がありました。
●事務局会議で市民文化祭の展示内容を検討。大臣表彰を中心に山城地域、特に京田辺市の全小学校校歌の発表との声がありました。
第16回里山講演会　　城陽市男女共同参画支援センター　9月8日（土曜日）13時～17時
演題｢秀吉と淀川｣でお話をいただきます。大阪市歴史博物館館長　脇田修氏

ＪＲ城陽駅から徒歩３分（城陽中学グランド西）
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

